
通信੐ഥ৩が൑って峁まう通ਾ୻ؼ 
 

 

 

 

 

  

 
 

指ഥ員 「೰急੤の向かう場所はどこですか？」 
通報者 「来れば分かる！ ガ崩嵋（ਗ਼話をજる）」 

 
 
 
 
 
 
 
 指ഥ員 「ം୰者（೰急ဦଛされるয）のফೡはいく峎ですか？」  
通報者 「ちょっとまってください……（電話口に帰ってこない）」 

 指ഥ員 「もしもし、もしもし、もしもعし！」 
 
 
 
 
 
 
 指ഥ員 「……それでは、こういう৶૓で、ケガをしてしまったんですね？」 
 通報者 「なんで、そんなことを聞くんですか？ねえ、早く来てくださいよ！」 
 指ഥ員 「もう೰急੤には指ഥを出したので、お話を聞かせてください……」 
 通報者 「そういうのはいいからさぁ、早く来てって言ってるの！」 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
この通報୻は、指ഥ員の৽ୡを੦に੿ਛしたもので、特定の事案を指すものではありません。 
指ഥ員の঵ਜをご৶ੰいただき、৞ෟなڵڭڭ୞通報の૞અにしていただければとઓいます。 

災害場所の特定はとても੎ਏです。ક所だけではなく、ๆযの੽名峮、 
近くのお店の名前などを、再確認のために聞くことがあります。 

原則的にਗ਼話ઠからは௞れないでください。௞れてでも確認していただきた
い事項があれば、こちらから指示させていただきます。 

消防指ഥ崣嵛崧嵤では「災害場所」と「災害種別」が判明すれば、部隊に対し
て指ഥを出します。 
「指ഥを出すこと」と「ਏட৔ઍを聞くこと」を৊ৎにਤめていますので、ভ話が
শਬくことにਂ安を૎じる૑ਏはありません。 



 
 通報者 「ٳٳにചৡをஷるわれて、けがをしているんです」 
指ഥ員 「わかりました。೰急੤が向かいます」 
通報者 「警察には知らせないでください……」 
指ഥ員 「申し訳ございませんが、消防機関が知ってしまった以上、そういうわけにはいきません」 
通報者 「なんでだよ！じゃあいいよ！」 
指ഥ員 「……」 
 

 
 
 
 
 
 通報者 「急いでください！」 
指ഥ員 「分かりました、すぐに向かいます」 
通報者 「あと、ੇの੺ਚに来峉ら೰૶੤の崝崌嵔嵛峼止めてくださいね！」 
指ഥ員 「！？……申し訳ございません、೰急੤の崝崌嵔嵛は止められません」 
通報者 「近所迷惑になるから、止めてって੉っているの！๥らさないでね！ガ崩嵋（ਗ਼話をજる）」 

 
 
 
 
 
 
 
 
通報者 「火事です、お店が燃えています」 
指ഥ員 「あなたは安全な場所から通報していますか？」 
通報者 「ゴホ、ゴホ（せき込む）、分かりません、煙がすごくて……」 
指ഥ員 「すぐに避難してください！」 
通報者 「পຣ୏です、ജ岼೚れがいないかৄてきます……」 
 

ಬ౗ষನ峮ઐ通事௛を認知した場়、そのままにしておくことはできません。 
通報ଝਜがある以上、೰急੤を出場させなくても、関બ機関に通報させてい
ただきます。 

೰૶੤の崝崌嵔嵛峼止めることはできません。 
ಸ急ঽ৿੤は、「崝崌嵔嵛を๥らすこと」「஧౦の警ઔྩを峎けること」がଝਜહ
けられています。 
安全でဌசな೰急ણ৿には、ಸ急ঽ৿੤が欠かせません。ご৶ੰとごੈৡ
をお願いします。 

まず身の安全が第一です！ 
૑峄、୐ଡ଼が確৳された૾யで通報してください！ 
ৠして、૮৶をしないでください！ 
もう少し待てば、訓練された職員が到着することを忘れないでください！ 


